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注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

役員や職員、提携医療機関の医
師・看護師を交え、施設で提供で
きるサービス、できないサービス
話し合い、書面にて明確にする。
書面を交えて利用者、家族に分か
りやすく説明を行う。

３か月

他事業所と共同で防災訓
練や勉強会の開催を行
い、意見交換の場を設け
る。

権利擁護に関する研修に
参加している管理者が時
施設にて勉強会を開催。
外部への研修参加。

年2回以上の防災訓練の
実施。新人職員や避難等
の技術が一定水準まで達
していない者への個別指
導。

6か月

6か月

6か月

目　標　達　成　計　画

目標達成に
要する期間

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

現状における
問題点、課題

看護師を配置していない
為に、重度化した際や終
末期のケアを提供するこ
とができない。

重度化した際の提供できる
サービス、できないサービ
スを明らかにし、利用者様
が適切なサービスを選択で
きるよう配慮する。

事業所名 グループホーム十符の里

作成日　 平成22年　3月22日

系列施設以外の事業所と
の交流が少ない。

他事業所と交流を深め、
サービス提供において互
いを高め合う事ができ
る。
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権利擁護に関して学ぶ機
会が設けられていない。

避難訓練時に職員の力量
差が大きい。

職員全員が日常生活自立
支援事業や成年後見制度
について理解を深める事
ができる。

職員全員の防災・避難の
技術を一定水準以上のも
とのする。
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